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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上型、下型及びブランクホルダを各々分割構造にし、プレス機側に上型汎用部、下型汎用
部及びブランクホルダ汎用部を取付けておき、これらに対してワークの形状変更の際に、
上型専用部、下型専用部及びブランク専用部を交換することのできる分割金型において、
治具枠にブランクホルダ専用部を載せ、このブランク専用部に前記下型専用部を脱着可能
な止めピンで固定するとともに、ブランクホルダ専用部に上型専用部を載せることで、治
具枠にブランクホルダ専用部、上・下型専用部からなる専用部セットを一括して載せるこ
とを特徴とした分割金型の専用部の保管方法。
【請求項２】
前記治具枠を前記上型専用部に載せる構造にしておき、ある専用部セットの上型専用部に
、治具枠を介して別の専用部セットを載せる如くに複数個の専用部セットを段積みするこ
とを特徴とした請求項１記載の分割金型の専用部の保管方法。
【請求項３】
複数個の専用部セットを段積みするときに、上の専用部セットのブランクホルダ専用部と
下の専用部セットの上型専用部の間に介在させる枠体と、この枠体に取付けることで上の
専用部セットの下型専用部に形成した複数の位置決め孔にそれぞれ嵌合させる第１のピン
と、前記枠体に取付けることで下の専用部セットの上型専用部に形成した複数の位置決め
孔にそれぞれ嵌合させる第２のピンとからなることを特徴とする治具枠。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、分割金型の専用部の保管方法及び治具枠に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１０は従来の金型保管方法を示す説明図である。
（ａ）において、分割金型１００は、上型１０１、下型１０２及びブランクホルダ１０３
のそれぞれを汎用部１０１ａ，１０２ａ，１０３ａと専用部１０１ｂ，１０２ｂ，１０３
ｂとに分割して構成した金型であって、即ち、上型１０１の汎用部１０１ａから専用部１
０１ｂを取外すことができ、下型１０２の汎用部１０２ａから専用部１０２ｂを取外すこ
とができ、ブランクホルダ１０３の汎用部１０３ａから専用部１０３ｂを取外すことがで
きるように構成した金型である。
また、一つの上型１０１の汎用部１０１ａに対して複数の専用部（不図示）が存在し、一
つの下型１０２の汎用部１０２ａに対して複数の専用部（不図示）が存在し、一つのブラ
ンクホルダ１０３の汎用部１０３ａに対して複数の専用部（不図示）が存在することがあ
る。
【０００３】
（ｂ）において、上型１０１の汎用部１０１ａから専用部１０１ｂを取外し、下型１０２
の汎用部１０２ａから専用部１０２ｂを取外し、ブランクホルダ１０３の汎用部１０３ａ
から専用部１０３ｂを取外す。
【０００４】
（ｃ）において、枕木１０４，１０４の上に専用部１０２ｂを置き、この専用部１０２ｂ
にシート１０５を被せて専用部１０１ｂを載せ、別の枕木１０４，１０４の上に専用部１
０３ｂを置く。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、枕木１０４，１０４の上に下型１０２の専用部１０２ｂを置き、この専用部１０
２ｂにシート１０５を被せて上型１０１の専用部１０１ｂを載せ、別の枕木１０４，１０
４の上にブランクホルダ１０３の専用部１０３ｂを置くのでは、広い保管スペースが必要
であり、保管場所のスペース効率の悪化を招く。
また、上型１０１、下型１０２及びブランクホルダ１０３の汎用部１０１ａ，１０２ａ，
１０３ａに対して、それぞれに複数の専用部（不図示）が存在する場合において、これら
の専用部を分けて置くのでは専用部の管理が煩雑になる。
【０００６】
そこで、本発明の目的は、保管場所のスペース効率を改善し、管理を容易にすることがで
きる分割金型の専用部の保管方法及び治具枠を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために請求項１の分割金型の専用部の保管方法は、上型、下型及びブ
ランクホルダを各々分割構造にし、プレス機側に上型汎用部、下型汎用部及びブランクホ
ルダ汎用部を取付けておき、これらに対してワークの形状変更の際に、上型専用部、下型
専用部及びブランク専用部を交換することのできる分割金型において、治具枠にブランク
ホルダ専用部を載せ、このブランク専用部に下型専用部を脱着可能な止めピンで固定する
とともに、ブランクホルダ専用部に上型専用部を載せることで、治具枠にブランクホルダ
専用部、上・下型専用部からなる専用部セットを一括して載せることを特徴とする。
【０００８】
治具枠にブランクホルダ専用部を載せ、このブランク専用部に下型専用部を脱着可能な止
めピンで固定するとともに、ブランクホルダ専用部に上型専用部を載せることで、治具枠
にブランクホルダ専用部、上・下型専用部からなる専用部セットを一括して載せて専用部
の管理を容易にする。
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【０００９】
請求項２の分割金型の専用部の保管方法は、治具枠を上型専用部に載せる構造にしておき
、ある専用部セットの上型専用部に、治具枠を介して別の専用部セットを載せる如くに複
数個の専用部セットを段積みすることを特徴とする。
【００１０】
治具枠を上型専用部に載せる構造にしておき、ある専用部セットの上型専用部に、治具枠
を介して別の専用部セットを載せる如くに複数個の専用部セットを段積みするようにして
保管場所のスペース効率の改善を図る。
【００１１】
請求項３の治具枠は、複数個の専用部セットを段積みするときに、上の専用部セットのブ
ランクホルダ専用部と下の専用部セットの上型専用部の間に介在させる枠体と、この枠体
に取付けることで上の専用部セットの下型専用部に形成した複数の位置決めにそれぞれ嵌
合させる第１のピンと、枠体に取付けることで下の専用部セットの上型専用部に形成した
複数の位置決め孔にそれぞれ嵌合させる第２のピンとからなることを特徴とする。
【００１２】
下型専用部に形成した複数の位置決め孔にそれぞれ嵌合させる第１のピンを枠体に取り付
け、上型専用部に形成した複数の位置決め孔にそれぞれ嵌合させる第２のピンを枠体に取
り付けて治具枠に上下の専用部セットの位置決めしつつ下の専用部セットに上の専用部セ
ット段積みする。すなわち、専用部セット同士を確実に段積みする。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を添付図に基づいて以下に説明する。なお、図面は符号の向きに見る
ものとする。
図１は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を用いて保管する分割金型の断面図であ
り、分割金型１０は、上型１１、下型１２及びブランクホルダ１３とからなる。すなわち
、分割金型１０は、上型１１を上型汎用部１４から上型専用部１５を分離可能に構成し、
下型１２を下型汎用部１６から下型専用部１７を分離可能に構成し、ブランクホルダ１３
をブランクホルダ汎用部１８からブランクホルダ専用部１９を分離可能に構成した金型で
あり、ワークとしてのブランク材２１の絞り加工に使用する金型の一例である。
【００１４】
図中、２２，２２は上型汎用部１４に設けることで上型専用部１５を位置決めする位置決
めピン、２３，２３は位置決めピン２２，２２に嵌合させる位置決め孔、２４，２４は下
型汎用部１６に設けることで下型専用部１７を位置決めする位置決めピン、２５，２５は
位置決めピン２４，２４に嵌合させる位置決め孔、２６，２６は上型専用部１５に設けた
エジェクタピン、２８，２８はブランクホルダ専用部１９に設けた止めピン、２９，２９
は下型専用部１７に設けたことで止めピン２８，２８に嵌合させる嵌合孔である。なお、
３１はプレス機、３１Ａはプレス機３１の固定側、３１Ｂはプレス機３１の移動側を示す
。
【００１５】
なお、分割金型１０は、汎用部１４，１６，１８と専用部１５，１７，１９とに分割して
構成した金型であるため、一つの上型汎用部１４に対して複数の上型専用部（不図示）が
存在し、一つの下型汎用部１６に対して複数の下型専用部（不図示）が存在し、一つのブ
ランクホルダ汎用部１８に対して複数のブランクホルダ専用部（不図示）が存在すること
がある。
【００１６】
図２は本発明に係る治具枠で段積みする専用部セットの断面図である。
専用部セット４０は、上型専用部１５、下型専用部１７及びブランクホルダ専用部１９を
組付けたセットであり、即ち、下型専用部１７にブランクホルダ専用部１９を嵌合させ、
下型専用部１７に止めピン２８，２８でブランクホルダ専用部１９を止め、下型専用部１
７及びブランクホルダ専用部１９の組立てたものに上型専用部１５を被せたものである。
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すなわち、上型専用部１５、下型専用部１７及びブランクホルダ専用部１９を組付けて専
用部セット４０にすることで、ブランクホルダ専用部１９、上・下型専用部１５，１７を
一括して管理する。
【００１７】
図３は本発明に係る治具枠の斜視図であり、治具枠５０は、枠体５１に専用部セット４０
（図２参照）の下型専用部１７を位置決めする第１のピン５２，５２と、専用部セット４
０の上型専用部１５を位置決めする第２のピン５３，５３を立てたものである。
枠体５１は、左右の縦部材５４，５４に一対の横部材５５，５５を略矩形になるように繋
ぎ、左右の縦部材５４，５４にそれぞれ第２のピン５３，５３を取付ける取付けブロック
５６，５６を設けたものである。また、縦部材５４の高さをＨ１、横部材５５の高さをＨ
２とするときに、Ｈ１＞Ｈ２の関係に設定し、取付けブロック５６の高さをＨ３とすると
きに、Ｈ３＝Ｈ２の関係に設定するものである。なお、横部材５５は専用部セット４０の
縦方向を補助的にガイドする第１ガイド５７，５７及び専用部セット４０の横方向を補助
的にガイドする第２ガイド５８を備える。
【００１８】
図４は本発明に係る治具枠の正面図であり、治具枠５０は、複数個の専用部セット４０を
段積みするときに、上の専用部セット４０のブランクホルダ専用部１９と下の専用部セッ
ト４０の上型専用部１５の間に介在させる枠体５１と、この枠体５１に取付けることで上
の専用部セット４０の下型専用部１７に形成した複数の位置決め孔２５，２５にそれぞれ
嵌合させる第１のピン５２，５２と、枠体５１に取付けることで下の専用部セット４０の
上型専用部１５に形成した複数の位置決め孔２３，２３にそれぞれ嵌合させる第２のピン
５３，５３とから構成したことを示す。
【００１９】
なお、下の専用部セット４０に治具枠５０を介して上の専用部セット４０を段積みすると
きに、治具枠５０は、枠体５１の横部材５５に対して上の専用部セット４０の上型専用部
１５の間に隙間Ｓが空くように、縦部材５４の高さＨ１と横部材５５の高さＨ２とを設定
するようにしたものである（Ｈ１＞Ｈ２）。
【００２０】
すなわち、治具枠５０は、上の専用部セット４０の下型専用部１７に形成した複数の位置
決め孔２５，２５にそれぞれ嵌合させる第１のピン５２，５２を枠体５１に取り付け、下
の専用部セット４０の上型専用部１５に形成した複数の位置決め孔２３，２３にそれぞれ
嵌合させる第２のピン５３，５３を枠体５１に取り付けて上下の専用部セット４０，４０
の位置決めしつつ下の専用部セット４０に上の専用部セット４０を段積みするものなので
、専用部セット４０，４０同士を確実に段積みすることができる。
【００２１】
そして、治具枠５０にブランクホルダ専用部１９を載せ、このブランク専用部１９に下型
専用部１７を脱着可能な止めピン２８，２８で固定するとともに、ブランクホルダ専用部
１９に上型専用部１５を載せることで、治具枠５０にブランクホルダ専用部１９、上・下
型専用部１５，１７を一括して載せることで、これらの専用部１５，１７，１９の管理を
容易にすることができる。
【００２２】
以上に述べた治具枠５０を用いて、分割金型１０の専用部セット４０の保管方法を次に説
明する。
図５（ａ），（ｂ）は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す１説明図である。
（ａ）において、分割金型１０は、上型１１、下型１２及びブランクホルダ１３を各々分
割構造にし、プレス機３１側に上型汎用部１４、下型汎用部１６及びブランクホルダ汎用
部１８を取付けておき、これらに対してブランク材２１（図１参照）の形状変更の際に、
上型専用部１５、下型専用部１７及びブランク専用部１９を交換することのできる金型で
あることを示し、本図はプレス機に分割金型を取付けた状態である。
（ｂ）において、矢印▲１▼の如く、上型汎用部１４から上型専用部１５を分離し、下型
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汎用部１６から下型専用部１７を分離し、ブランクホルダ汎用部１８からブランクホルダ
専用部１９を分離する。
【００２３】
図６（ａ），（ｂ）は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す２説明図である。
（ａ）において、下型専用部１７にブランクホルダ専用部１９を矢印▲２▼の如く嵌合さ
せる。
（ｂ）において、下型専用部１７に止めピン２８，２８でブランクホルダ専用部１９を止
める。
【００２４】
図７（ａ），（ｂ）は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す３説明図である。
（ａ）において、下型専用部１７及びブランクホルダ専用部１９の組立体に上型専用部１
５を矢印▲３▼の如く被せる。
（ｂ）において、専用部セット４０は、上型専用部１５、下型専用部１７及びブランクホ
ルダ専用部１９を組付けたセットであることを示し、この状態で、例えば、ブランクホル
ダ専用部１９をクレーン等で持上げれば、専用部セット４０を一体的にハンドリング（運
搬）することができる。
【００２５】
図８（ａ），（ｂ）は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す４説明図である。
（ａ）において、枕木３２，３２を敷いた治具枠５０に矢印▲４▼の如く専用部セット４
０を置く。
（ｂ）において、治具枠５０に専用部セット４０を置くときは、治具枠５０の第１のピン
５２，５２に下型専用部１７の位置決め孔２５，２５を嵌合させ、位置決めする。
【００２６】
すなわち、本発明に係る分割金型の専用部の保管方法によれば、治具枠５０にブランクホ
ルダ専用部１９を載せ、このブランク専用部１９に下型専用部１７を脱着可能な止めピン
２８，２８で固定するとともに、ブランクホルダ専用部１９に上型専用部１５を載せるこ
とで、治具枠５０にブランクホルダ専用部１９、上・下型専用部１５，１７からなる専用
部セット４０を一括して載せるようにした。従って、専用部１５，１７，１９の管理を容
易にすることができる。
【００２７】
図９（ａ），（ｂ）は本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す５説明図である。
（ａ）において、専用部セット４０の上型専用部１５に別の治具枠５０を被せる。このと
きに、上型専用部１５の位置決め孔２２，２２に治具枠５０の第２のピン５３，５３を嵌
合させる。
（ｂ）において、専用部セット４０に治具枠５０を介して別の専用部セット４０を矢印▲
５▼の如く載置する。
【００２８】
すなわち、分割金型の専用部の保管方法は、治具枠５０を上型専用部１５に載せる構造に
しておき、下の専用部セット４０の上型専用部１５に、治具枠５０を介して上の専用部セ
ット４０を載せる如くに複数個の専用部セット４０，４０を段積みするようにしたので、
保管場所のスペース効率の改善を図ることができる。
【００２９】
尚、実施例では図１に示すように、分割金型１０はブランク材２１の絞り加工に用いる金
型であったが、これに限るものではなく、抜き打ち加工、曲げ加工などに用いる金型であ
ってもよい。
また、実施例では図８に示すように、枕木３２，３２を敷いた治具枠５０に専用部セット
４０を載せ、別の治具枠５０を介して専用部セット４０を段積みするようにしたが、これ
に限るものではなく、下の専用部セット４０を治具枠５０を使わずに直接枕木３２，３２
に置き段積みするものであってもよい。
【００３０】
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【発明の効果】
本発明は上記構成により次の効果を発揮する。
請求項１は、治具枠にブランクホルダ専用部を載せ、このブランク専用部に下型専用部を
脱着可能な止めピンで固定するとともに、ブランクホルダ専用部に上型専用部を載せるこ
とで、治具枠にブランクホルダ専用部、上・下型専用部からなる専用部セットを一括して
載せるようにした。従って、専用部の管理を容易にすることができる。
【００３１】
請求項２は、治具枠を上型専用部に載せる構造にしておき、ある専用部セットの上型専用
部に、治具枠を介して別の専用部セットを載せる如くに複数個の専用部セットを段積みす
るようにしたので、保管場所のスペース効率の改善を図ることができる。
【００３２】
請求項３は、治具枠を上の専用部セットのブランクホルダ専用部と下の専用部セットの上
型専用部の間に介在させる枠体と、この枠体に取付けることで上の専用部セットの下型専
用部に形成した複数の位置決めにそれぞれ嵌合させる第１のピンと、枠体に取付けること
で下の専用部セットの上型専用部に形成した複数の位置決め孔にそれぞれ嵌合させる第２
のピンとから構成したので、専用部セット同士を確実に段積みすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を用いて保管する分割金型の断面図
【図２】本発明に係る治具枠で段積みする専用部セットの断面図
【図３】本発明に係る治具枠の斜視図
【図４】本発明に係る治具枠の正面図
【図５】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す１説明図
【図６】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す２説明図
【図７】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す３説明図
【図８】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す４説明図
【図９】本発明に係る分割金型の専用部の保管方法を示す５説明図
【図１０】従来の金型保管方法を示す説明図
【符号の説明】
１０…分割金型、１１…上型、１２…下型、１３…ブランクホルダ、１４…上型汎用部、
１５…上型専用部、１６…下型汎用部、１７…下型専用部、１８…ブランクホルダ汎用部
、１９…ブランクホルダ専用部、２３，２５…位置決め孔、２８…止めピン、３１…プレ
ス機、４０…専用部セット、５０…治具枠、５１…枠体、５２…第１のピン、５３…第２
のピン。
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